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分子標的医学分野 
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氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

益谷美都子・教授 評議員 日本癌学会 

益谷美都子・教授 幹事 日本中性子捕捉療法学会 

益谷美都子・教授 Editorial Board Member the Journal of Clinical Oncology & Research 

益谷美都子・教授 幹事 日本生化学会関東支部 

益谷美都子・教授 世話人 分子病理学研究会 

益谷美都子・教授 多地点合同メディカル・カンファレンスプ

ログラム委員 

国立研究開発法人>>>>> 国立がん研究センタ
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益谷美都子・教授 長崎大学第三期中期目標・中期計画
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佐々木由香・特任

研究員 
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感剤の開発研究 
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特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

益谷美都子・教授 

佐々木由香・特任研究員 

新規抗がん薬． 平成 29 年 5

月 4 日 
 特願 2017-547625 

益谷美都子・教授 ポリフェノール化合物  2013年 

2月 12日 

 特願 2013－24067 特

許第 6120311 号 

益谷美都子・教授 肝臓における異所性骨及び／または骨

髄の形成誘導方法 

2002年 

8月 1日 
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1月 23日 

特許 4247342号 
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非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

益谷美都子・教授 BNCT講習会  

 

○特筆すべき事項 

①長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 革新的ながん治療・予防研究ユニットリーダー (益谷) 

2017年 10月からの国立がん研究センターとの連携講座包括的腫瘍学分野の運営に関わっている。 

②国立がんセンター研究所において特任分野長として研究員の研究指導 (益谷) 

 


